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現生種としてのヒト Homo sapiens になった。その期間は分子生物学的な推論からは 500
万年、化石に基づく古生物学的見解によれば 700 万年以上におよぶと考えられている。も










た。ところが最近の古人類学では、Man と Great Ape を別の分類グループとして理解す







































   ヒト上科の分類                       現生種       
 Honinoidea               ヒト上科 
       Hominidae        ヒト科 
         Homininae        ヒト亜科 
      Hominini         ヒト族 
              Homo          ヒト亜族 
                     ヒト属            Homo sapiens 
              Pan                      チンパンジー亜族     
                     チンパンジー属    Pan troglodydes 
                                                               Pan paniscus 
            Gorillini          ゴリラ族                
ゴリラ属       Gorilla gorilla 
         Ponginae          オランウータン亜科 
       Pongo                   オランウータン亜族 
オランウータン属   Pongo pigmaeus      
       Hylobatidae        テナガザル科 
         Hylobatinae               テナガザル亜科 
                    亜科以下の分類は省略 
 
 













†サヘラントロプス属 Sahelanthropus                          （トゥーマイ猿人） 
†サヘラントロプス・チャデンシス S. tchadensis 
†オロリン属 Orrorin 
†オロリン・トゥゲネンシス O. tugenensis 
†アルディピテクス属 Ardipithecus               （ラミダス猿人など；約 580万- 約 440万年
前） 
†ケニアントロプス属 Kenyanthropus  
†ケニアントロプス・プラティオプス K. platyops 
†アウストラロピテクス属 Australopithecus            (華奢型アウストラロピテクス;約 540万- 約 150万年前)  
†アウストラロピテクス・アファレンシス A. afarensis                                  (アファール猿人) 
†アウストラロピテクス・アフリカヌス A. africanus                                  (アフリカヌス猿人) 
†アウストラロピテクス・アナメンシス A. anamensis 
†アウストラロピテクス・バーレルガザリ A. bahrelghazali 
†アウストラロピテクス・ガルヒ A. garhi  
†パラントロプス属 Paranthropus                        (頑丈型アウストラロピテクス;約 270万- 約 120万年)  
†パラントロプス・エチオピクス Paranthropus aethiopicus                           (エチオピクス猿人) 
†パラントロプス・ロブストス P. robustus                                          (ロブストゥス猿人) 
†パラントロプス・ボイセイ P. boisei                                                   (ボイセイ猿人) 
ヒト属（ホモ属） Homo                                                             (約 250万年前- 現世) 
†ホモ・ハビリス H. habilis                                                            (ハビリス原人) 
†ホモ・ルドルフエンシス H. rudolfensis 
†ホモ・エルガステル H. ergaster 
†ホモ・エレクトス H. erectus                              (ホモ・エレクトス人;直立原人;7亜種に分類) 
†ホモ・アンテセッソール H. antecessor 
†ホモ・ハイデルベルゲンシス H. heidelbergensis                                    (ハイデルベルク人) 
†ホモ・ローデシエンシス H. rhodesiensis 
†ホモ・ケプラネンシス H. cepranensis 
†ホモ・ゲオルギクス H. georgicus                                                     (ドマニシ原人) 
†ホモ・ネアンデルターレンシス H. neanderthalensis                             (ネアンデルタール人) 
†ホモ・フローレシエンシス H. floresiensis                      （フローレス原人） 
ホモ・サピエンス H. sapiens                                                 （約 20万年前 - 現世） 
†ホモ・サピエンス・イダルトゥ H. s. idaltu 
ホモ・サピエンス・サピエンス H. s. sapiens                      （現生人類） 
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す。」                                                      



































   























であろう。そのことを確信したのは 2015 年 8 月に日本医科大学大学院で開催された「自

















表 3. ヒト科の脳容積 
ヒト科の脳容積 
種類 分類 脳容積（ml） 
オランウータン ヒト科 400 
ゴリラ ヒト亜科 約 500 




ホモ・ハビリス ヒト属 600～650程度 
ホモ・エルガスタ  ー ヒト属 700～1100 
ホモ・エレクトス ヒト属 1000程度 
ホモ・ハイデルベルゲンシス ヒト属 1100-1400 
ホモ・ネアンデルターレンシス ヒト属 1450？ 
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